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Ａ．研究目的 
  臓器提供の現場において、家族が提供の可否
について意思決定する際、「ドナー本人の生前の
意思」，「家族メンバーの臓器提供に対する態度」，
「施された医療に対する満足度」の3点が影響する
(瓜生原, 2012)。また、臓器提供についての家族
間の対話の重要性が報告されている（Burroughs, 
1998; Harris, 1991; Tymstra, 1992）。 

小児臓器提供における家族の意思決定におい
て、日頃から家族で臓器移植・臓器提供について
の話しをしておくことが重要であるが、その機会は
決して多くない。家族との対話が生まれる最も有用
なきっかけとして、学校の授業で取り上げられること
が考えられる。 

2019年4月より、中学校における「道徳」の授業
が必修化され、その教科書に臓器移植が含まれる
動向にある。そこで、中学校教諭が臓器移植に関
する授業を実施できる環境整備、授業をきっかけと
した家族との対話を促すしくみが必要と考えられ
る。 

本一連の研究の目的は、①中学校における臓
器移植に関する教育の現況を把握し、②「中学教
諭が臓器移植に関する教育を実施してみようと思
い（行動意図），複数名が実施し（行動），その経験
を共有する」ことを行動目標とした教育支援ツール
を開発し、その検証を行うことである。 
 
Ｂ．研究方法 
3年間の計画 

「中学教諭の臓器移植授業実施」に関する行動
変容ステージモデル（Prochaska & Velicer, 1997）
を以下の図のごとく考えた。イノベーション普及理
論（Rogers, 1962）と行動変容理論に基づき，各年
度のターゲットと目標は次のとおりである。 
【2018年度】 
・ターゲット：既に臓器移植の授業を実施している
人（innovators），行動変容ステージでは「継続的に
授業を行う」層の人 
・目標：ターゲットの活動から授業モデルを作成す
る。 
【2019年度】 
・ターゲット：innovatorの実演例を知り，実施をす
る層（early adopters），行動変容ステージでは「関
心を持ち継続的に情報検索」層 
・目標：授業実施者のネットワーキングをし、多様
な授業実施モデル（各人の習熟度や資源に合わ
せたパターン）を作成する。それを、セミナーやweb
siteで共有する。 
【2020年度】 
・ターゲット：出遅れないように、自分も実施してみ
ようと挑戦する層（early majorityのより早期），行動
変容ステージでは「関心なし」層 
・目標：多様な形態での実施例を集め、実例集を
作成する。その広報計画も策定し、2021年度以降
に、より普及するしくみを作る。 
 
 

研究要旨： 

小児臓器提供における家族の意思決定において、日頃から家族で臓器移植・臓器提供

についての話しをしておくことが重要であるが、そのきっかけとして、学校教育で題材とし

て取り上げられることが必要である。すなわち、教科書などで標準的な題材とされ、教諭が

自信をもって授業を実施できるための整備が不可欠である。そこで、まず、2019 年度 4 月

より「道徳」が必修化される中学校における臓器移植に関する教育の現況を調査した。そ

の結果、中学教諭の行動変容に資する学習支援ツールとして、50 分の組み立て、授業の

ポイントを示す「動画」が有効であることが示唆され、作成をした。それに対する意見聴取

から、を以下の要領で作成した。動画の内容について概ね有用であったが、リアリティを

与える工夫、意思表示媒体の配布、家族との対話を促す工夫が今後の課題として挙げら

れた。 
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2018年度の研究方法 

中学校における臓器移植に関する教育の現況
を把握し、そこから得られた知見に基づき支援ツー
ルを作成し、その検証を試みた。 

現況把握として、１）既に臓器移植の授業を実施
している中学教諭に対する半構造化インタビューを
実施した。調査項目は、授業を行う障壁とその障壁
への対応案であった。また、２）中学校の道徳の教
科書に関する記載について調査を実施した。 

次に、3）調査結果を基に、学習支援ツールの開
発し、4）それに対する意見を聴取し、次年度につ
ながる課題を見出した。中学生を対象とした著往査
は困難であったため、研究者の接近可能性により、
対象者を大学生とした。動画を視聴した意見を「中
学生として授業を受ける」観点から記載してもらう形
式をとった。 

なお、インタビュー、意見聴取の実施にあたり、
倫理面の配慮を行った。 
 
Ｃ．研究結果 
１）中学教諭に対するインタビュー 

既に臓器移植に関する授業を実施している1名
に対する、インタビューの結果、授業を行う障壁とし
て、以下の点が挙げられた。 
・知識が不足している（最低何を知ればよいのかわ
からない）。 
・何を伝えたらよいのかわからない。 
・どのように行ったらいいのかわからない（50分間の
組み立て、授業運営）。 
・ご父兄はどのような反応を示されるか、子供たち
はどのように思うのか不安。 

その障壁への解決策として、冊子による情報提

供ではなく、web で情報検索した時に見つかる「動

画」が望ましいことが示された。 

 

2）道徳の教科書における臓器移植に関する掲載 

表のごとく、主要 7 社の教科書に掲載されている

ことが明らかとなった。 

いずれも「生命の尊さ」に関する題材であった。

しかし、視点は異なり、臓器提供に対して肯定的な

ストーリー・意見を主に考えるもの、否定的な意見も

含んだ多様な意見を基に考えるものに大別された。

また、本題材のみで授業を構成することは難易度

が高いことも、インタビューから示唆された。 

 
出版社 学

年 
頁

数 
指導 
要綱 

題材 

学校図

書 
2 8 生命の

尊さ 
大きな木（「大きな木」

絵本の抜粋を読み，自分

の死後，臓器が他人の役

に立つのであれば提供

したいか考える） 
教育出

版 
3 2 命の大

切さ 
家族の思いと意思表示

カード（提供の意思を示

していた大学生の両親

の意見の相違から自分

の意思を考える） 
日本文

教出版 
3 4 自他の

生命の

尊さ 

臓器ドナー（自分の場合

には提供に肯定的であ

るが家族には否定的な

新聞投稿を読み，立場を

変えて考える） 
廣済堂

あかつ

き 

3 3 生命の

尊さ 
ドナー（上記と同じ投稿

を読み，命はだれのもの

なのかを考える） 
学研教

育みら

い 

3 4 生命の

尊さ 
あなたの命は誰のもの

（6 人の意見を読み考え

る） 
光村図

書 
2 3 生命の

尊さ 
つながる命（6 歳未満の

女児の提供家族の手記

を読み，その家族の気持

ち，命とは何かを考え

る） 
日本教

科書 
3 6 生命の

尊さ 
臓器移植をめぐる命と

心（独自の記述。臓器移

植に関する問題を提供

する側，提供される側で

考える） 
 
3）学習支援ツールの開発 

道徳の授業として臓器移植の題材はどのように
すればよいのか，情報検索を試みている人が、「自
分でもできるかもしれないと思う」授業支援ツール
の作成を試みた。１）の結果より、50分の組み立て、
授業のポイントを示す、「指導要綱案」と「動画」を
以下の要領で作成した。 
・「検索⇒動画視聴⇒50分の流れ、スライドデータ、
家族と話そうシートをダウンロード」という流れをつく
り、かつ、行動変容の検証（動画を見て授業をしよう
と思ったか）、次の行動へのmotivatorの調査を組
み入れた。 
・検索エンジン最適化を目的とし，動画の保存場
所はyoutubeとした。 
 
4）学習支援ツールに対する評価 

大学生17名（男性名、女性名）を対象とし、「中学
生として授業を受ける」観点からの意見を聴取した。
その詳細は添付のとおりである。 

評価されている点としては、次の5点であった。 
・臓器移植を推進しているのではなく、あくまで「命
の話」として臓器移植を題材したと伝えていた。 



13 
 

・最初に4つの権利を提示し、「まだ決められない」
という選択肢もあることを伝えていた。 
・“生と死”について言葉を選びながら直接的に伝
えていた。また、「死」は私たちに必ず訪れることで
あるのを強調していた。 
・「死」について改めて考えるきっかけ、臓器提供の
意思表示への関心が持てるような内容であり、臓器
移植の入りとしては簡潔で親しみやすかった。 
・脳死と植物状態の違いについての説明がわかり
やすかった。 

一方、改善点としては、次の7点が挙げられた。 
・臓器提供する臓器は本人のものであるが、やはり
その“命”には両親がいて誕生したものであるから、
家族との話し合いが大切であることを強調するほう
が良いと思う。 
・テレビ番組や実際にあった事例などを含めること
でリアリティが増すのではないか。 
・臓器移植を受けた当事者など、より個人的な、主
観的な内容を語られた方が、心に響くのではない
か。 
・自分の意思決定が後にどうなるかというストーリー
が提示されると良い。 
・その場に意思表示できるものがある方が良い（意
思表示カード）。 
・15歳から臓器移植について意思表示できることを
伝えると、生徒がさらに「自分ごと」として考えてくれ
るのではないか。同時に意思表示の方法や、自分
の決定は何度でも書き直せることなども伝えていた
だきたいと思う。 
・「話そうシート」はあるが、中学生時は、親と深い話
をするには抵抗がある。より具体的な方法があれば
よい（「脳幹」が強調されていたが、これを話題にす
ることは難しい）。 
 
Ｄ．考察 
  中学校における「道徳」の授業が必修化され、そ
の主要な7社の教科書に「臓器移植」が含まれるこ
とは、外部環境変化として好機である。しかし、授
業が実施され、さらに授業をきっかけに家族と臓器
移植の対話を生むまでには、いくつかの障壁があ
ることが明らかになった。 

したがって、「授業を行う」までのステップを、行
動変容ステージモデルを適用し、その障壁と促進
要因を明確にし、促進に寄与する教育支援ツール
を開発、検証することは妥当であると考えられた。 

今回作成した支援ツールの課題として、リアリテ
ィを与える工夫、意思表示媒体の配布、家族との対
話を促す工夫が挙げられた。吉澤ら(2010)は、映像
授業が内発的動機づけに効果的であると報告して
いる。また、徳永（2011）は、当事者の存在の大切さ
を報告している。したがって、本支援ツールをサポ
ートする題材として、臓器移植を身近に感じさせる
動画、当事者の動画も併せて提供する必要性があ
ると考えられた。 

また、Sanner et al.（1995）は，関心が高まったタ
イミングで意思表示の手段を提供することの重要性
を示唆する結果を導いている。したがって、授業で
生徒の関心が高まっている段階で意思表示媒体の
配布やインターネットでの登録方法などを提示する

ことが効果的であると考えられる。 
家族との対話を促す方法については、さらなる

先行研究の調査に基づく考察が必要と考える。 
また、今回、実際に動画を視聴尾した中学教諭

に対する意見聴取を行えなかった。次年度にインタ
ビュー調査を行うとともに、より広い意見を聴取する
ため、動画の視聴終了時に、行動意図（授業をして
みようと思ったか？）、意見（良かった点、改善点）、 
動画視聴前後の行動変容ステージ（5段階）、行動
への促進因子（実際に授業をするにあたり、何が追
加で必要か？）を訪ねるwebアンケートのしくみを導
入したいと考える。 
 さらに、動画を視聴後、実際に授業をした教諭の
経験の共有の場（グループワーク、セミナー、websi
te）など、各人の自己効力感を醸成するしくみを創
出していきたい。 
 
Ｅ．結論 
  小児臓器提供における家族の意思決定におい
て、日頃から家族で臓器移植・臓器提供について
の話しをしておくことが重要であるが、そのきっかけ
 として、学校教育で題材として取り上げられること
が必要である。中学教諭が自信をもって授業を実
施できるための整備として、現況調査で得られた知
見を基に、学習支援ツール（動画）を作成した。今
後は、動画をさらに効果的に活用するため、リアリ
ティを与える工夫、意思表示媒体の配布、家族との
対話を促す工夫が必要であることが示唆された。 
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け

な
い

と
い

う
こ

と
を

理
解
で
き
ま
し
た
。
 

死
と

い
う
種

類
は

、
一

つ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
、
脳
死
と
植
物
状
態
の
違
い
が
明
確
で

し
た

。
臓

器
移

植
の

歴
史

に
つ

い
て

は
イ

ラ
ス

ト
な

ど
文

字
だ

け
で

な
く

、
も
う

少
し
現

実
味

が
あ

る
方
が
受
け
入
れ
や
す
い
気
が
し
ま
し
た
。
臓
器
移
植
が
可
能
な
状
況
に

つ
い

て
、
本

人
の

意
思
だ

け
で

な
く

、
家

族
の

意
思

両
方

が
イ

エ
ス

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

こ
と
を
知
れ
ま
し
た
。
本
人
が
意
思
表
示
し
な
け
れ
ば
、
も
し
自
分
自
身

が
脳

死
に

な
っ

た
と

き
に

決
め

る
の

は
家

族
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

か
ら

こ
そ

、
家

族
と
こ
の
よ
う
な
話
を
学
ん
だ
と
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
知
り
た

い
と

思
っ

た
こ

と
や

考
え

を
生

徒
同

士
で

共
有

す
る

場
が

あ
れ

ば
も

っ
と

い
い

と
思

い
ま

し
た

。
自
分
の
考
え
を
友
だ
ち
に
伝
え
、
友
だ
ち
の
考
え
を
聴
く
こ
と
で
も
っ
と
こ

の
内

容
に

つ
い

て
考

え
が

深
ま

り
、
自
分

ゴ
ト

と
し

て
考

え
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

し
た

。
も
っ
と
、
生
徒
が
自
発
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
発
言
を
す
る
場

が
あ

っ
て

も
い

い
と

思
い

ま
し

た
。
 

大
学

3
年
生
 

女
性
 

 
ま
ず
始
め
に
、「

臓
器

移
植
を
勧
め
に
来
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
安
心
し
ま
し

た
。
一
方
的

に
何

か
勧

め
ら

れ
る

訳
で

は
な

い
の

だ
と

い
う

安
心

感
の

も
と

で
聞

く
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
ま
た
、
い
の
ち
の
授
業
と
言
わ
れ
る
こ
と
で
、
臓
器
移
植
の
イ

メ
ー

ジ
に

左
右

さ
れ

ず
に

聞
い

て
み

よ
う

と
思

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
 

基
本

的
に

リ
ラ
ッ

ク
ス

し
て

聞
け
た
の
で
す
が
、
具
体
的
に
自
分
の
死
を
考
え
る
と
こ
ろ
は
や
は

り
あ

ま
り

い
い

気
分

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
「

帰
宅

す
る

と
き

に
ト
ラ

ッ
ク

に
轢

か
れ
て

死
ぬ

か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
。」

と
投
げ
掛
け
ら
れ
た
時
は
あ
ま
り
考
え

た
く

な
い
内

容
だ

な
と

思
い

ま
し

た
。

い
つ

ど
こ

で
ど

う
な

る
か

わ
か
ら

な
い

、
自

分
ご
と

で
考

え
よ

う
、
と
い
う
話
を
伝
え
る
た
め
の
具
体
例
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
。
実

際
に
、
そ

う
い

っ
た
具

体
例

が
あ

る
こ

と
で

よ
り

は
っ

き
り

自
分

の
こ

と
に

置
き

換
え

て
考

え
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
学
生
に
対
し
て
は
衝
撃
も
あ
り
暗
い
イ
メ
ー
ジ

だ
け

が
残

る
可

能
性

も
あ

る
た

め
、
死
に

関
す

る
具

体
的

な
話

は
出

さ
な

く
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
権
利
の
話
、
脳
死
の
話
に
つ
い
て
は
と
て
も
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
。
 

大
学

3
年
生
 

女
性
 

私
が

中
学
生

の
頃

、
“

臓
器
移
植
”
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
中
で
、
中
学
生
に
対

し
て

こ
の

よ
う

な
学

ぶ
場

が
提

供
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
は

と
て

も
良

い
学

べ
る

環
境

だ
と

思
う

。
し
か
し
、
“
臓
器
移
植
”
の
授
業
と
な
る
と
「
意
思
表
示
を
イ
エ
ス
に
し

な
け
れ

ば
い

け
な

い
。
」
「

勧
め

ら
れ
て
い

る
。
」
と

思
っ

て
し

ま
う

人
も

多
く

い
る

。
よ

っ
て

、
授
業
の
は
じ
め
の
部
分
の
４
つ
の
権
利
で
あ
る
“
あ
げ
た
い
”
“
あ
げ
た

く
な
い

”
“

も
ら

い
た
い
”
“

も
ら

い
た
く

な
い

”
に
加
え

て
佐

藤
先

生
が

付
け

足
し

た
“

よ
く
考

え
た
け
ど
決
ま
ら
な
い
”
と
い
う
選
択
肢
を
入
れ
る
こ
と
は
授
業
と
し
て
必

要
で

あ
る

と
感

じ
た

。
ど

の
権

利
も

自
由

に
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。
こ

の
授

業
で
大

切
な

こ
と

は
“

臓
器
移
植
”
と
い
う
こ
と
を
「
他
人
ゴ
ト
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な

く
「
自

分
ゴ

ト
」
と
し

て
正

し
い

知
識

を
持

ち
、
考
え

る
こ

と
が

大
切

と
い

う
こ

と
が

伝
わ

っ
た

。
 

こ
の

テ
ー
マ

で
１

番
難

し
い

こ
と
は
国
ご
と
の
「
死
」
の
捉
え
方
の
違
い
だ
と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
は
「

脳
死
は
人

の
死

」
と
さ
れ

て
い

る
た

め
に

、
ほ

と
ん
ど
の

人
が

脳
死

後
の
臓
器
提
供
で
年
間

8
0
0
0
か
ら

9
0
0
0
人
も
の
臓
器
提
供
者
が
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
と
違
い
ア
メ
リ
カ
人
が
脳
死
を
「
人
の
死
」
と

捉
え
て
い
る
こ
と
に
差

で
あ
る
。
ス

ト
ー

リ
ー
の

と
こ

ろ
で

、
佐

藤
先
生
は
脳
死
を
伝
え
る
た
め
に
脳
の
機
能
の
説
明
で
“
脳
幹
”
を
強
調

し
て

い
た

。
“

脳
幹

”
は

死
ん

で
し

ま
う

と
動

か
せ

ず
、
亡

く
な
っ

て
し

ま
う

と
再

生
す

る
こ

と
は

で
き
な
い
こ
と
が
医
療
の
世
界
で
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

た
の

で
と

て
も

わ
か

り
や

す
い

と
思

っ
た

。
正

直
な

と
こ

ろ
私

は
脳

死
と

植
物

状
態

の
違

い
が

曖
昧

だ
っ

た
た
め
大
学
生
の
私
も
と
て
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
日
本
の
場
合
“
臓
器

提
供
”
が

前
提

出
な
い

と
“
脳

死
”
と

い
う

ワ
ー

ド
は

出
て

こ
な

い
た

め
こ

こ
で

詳
し

く
教

え
る

こ
と
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
同
じ
「
脳
死
は
人
の
死
」
の
よ
う
に
考
え
方

を
変

え
る

人
も

出
て

く
る

で
は

な
い

か
と

私
は

思
う

。
 
ま

た
、
本

人
の

意
思

表
示

が
イ
エ
ス
な
の
か
ノ
ー
な
の
か
わ
か
ら
な
い
？
の
人
は
家
族
が
選
択
す

る
と
い

う
こ

と
を

も
う

少
し

強
調

し
て

授
業

を
し

た
方

が
い

い
と

思
っ

た
。
“

臓
器
提
供

”
す

る
臓
器
は
本
人
の
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
そ
の
“
命
”
に
は
両
親
が
い
て
誕

生
し

た
も

の
で

あ
る

か
ら

家
族

と
の

話
し

合
い

が
大

切
に

な
っ

て
く

る
と

い
う

こ
と

を
入

れ
れ

ば
さ

ら
に
良
い
授
業
に
な
る
と
思
っ
た
。
頭
が
真
っ
白
な
時
に
、
冷
静
な
判
断

が
で

き
な

い
か

ら
正

常
な

時
に

決
め

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
は

わ
か

っ
て

い
る

。
し
か

し
、
佐
藤
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
通
り
私
も
家
族
と
“
臓
器
提
供
”
意
思

表
示
に

つ
い

て
話

し
を

す
る

場
を

作
る

と
い

う
こ

と
は

と
て

も
難

し
い

こ
と

だ
と

私
自

身
も

感
じ

る
。
だ
か
ら
、
そ
の
場
を
設
け
る
た
め
に
家
族
と
話
そ
う
シ
ー
ト
を
渡
す

こ
と

も
１

つ
だ

と
思

う
が

１
番

い
い

の
は

こ
の

授
業

を
親

子
一

緒
に

受
け

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

な
お

良
い
と
思
っ
た
。
 

 
「

死
生

観
」
を

深
ま

ら
せ

る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
な

の
で
中

学
生

ぐ
ら

い
の

時
期

か
ら

介
入

し
て

い
く

い
こ

と
は

い
い

と
思

う
。

私
も

実
際
に

中
学

生
の

時
に

“
命
”
の
授
業
を
受
け
た
か
っ
た
と
思
っ
た
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

 
男

性
 

中
学

生
の
多

感
な

時
期

に
こ

の
よ
う
な
い
の
ち
に
関
す
る
授
業
を
聞
け
る
機
会
が
あ
る
の
は
素
晴

ら
し

い
こ

と
だ

と
感

じ
た

。
自

分
事

と
し

て
考

え
て

も
ら

お
う

と
す

る
こ

と
や

家
族

で
話

し
合

う
の

が
困

難
な
た
め
シ
ー
ト
を
配
布
し
て
い
る
こ
と
も
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
よ

い
と

思
っ

た
。
 

「
こ

う
い
う

こ
と

が
あ

っ
た

」
だ
け
だ
と
ピ
ン
と
こ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
な
と
感
じ
た
の
で
、
実
際
に

あ
っ

た
事

例
な

ど
を

テ
レ

ビ
番

組
や

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

の
方

が
お

話
す

る
な

ど
す

る
と

聞
き

や
す

い
か

な
と
感
じ
た
。
自
分
が
中
学
生
の
時
は
臓
器
移
植
と
い
う
単
語
は
知
っ
て

い
た

が
、
意

思
表

示
の
重

要
性

や
そ

れ
に

ま
つ

わ
る

命
の

尊
さ

へ
の

お
話

を
聞

い
て

こ
な

か
っ

た
の

で
、
臓
器
移
植
を
進
め
ず
と
も
、
意
思
表
示
は
大
切
で
あ
る
旨
は
伝

え
て

い
た

だ
け

る
と

分
か

り
や

す
い

と
か

ん
じ

た
。
 

知
識

欲
や
刺

激
に

敏
感

な
時

期
な
の
で
、
も
っ
と
刺
激
の
強
い
話
が
合
っ
て
も
い
い
と
思
っ
た
。

 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

 
「

生
命

の
尊
さ

を
知

る
」
題
材
と
し
て
、
私
た
ち
が
ゼ
ミ
で
取
り
扱
っ
て
い
る
臓
器
移
植
が
掲
載

さ
れ
て

い
る

こ
と

を
知

り
、
今

の
私

の
立
場

か
ら

し
て

も
す

ご
く

い
ろ

ん
な

感
想

を
持

っ
た

。
“
生

と
死
”
を
用
い
た
教
育
と
い
う
も
の
は
敏
感
な
世
の
中
で
あ
る
か
ら
こ
そ
生

徒
た

ち
に

伝
え

る
方

法
と

し
て

す
ご

く
勉

強
に

な
っ

た
。
そ

の
中

で
も

今
回

は
課
題

に
も

あ
る

よ
う

に
、
「
中
学
生
と
し
て
授
業
を
受
け
る
」
観
点
か
ら
の
意
見
を
述
べ

て
い

く
。
 

 
ま

ず
、
中

学
生

の
と

き
の

自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
動
画
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
講
演
会
の
よ
う

な
授
業

形
式

で
話

さ
れ

た
内

容
と

い
う

の
は

、
自
分

の
中
で

心
に

残
っ

て
い

る
か

と
言

わ
れ

る
と

そ
う

で
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
理
由
と
い
う
の
は
今
考
え
る
と
、
自

分
だ
っ
た

ら
ど

う
か

と
い

う
こ

と
を

想
像

し
た

り
、
考
え

た
り

す
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

か
ら

で
は

な
い
か
と
思
う
。
講
演
者
の
言
葉
選
び
で
あ
っ
た
り
、
ど
れ
だ
け
ダ
イ
レ

ク
ト

に
聞

い
て

い
る

側
に

伝
わ

っ
て

く
る

か
に

よ
っ

て
記

憶
に

残
る

講
演

会
、
授

業
と
い

う
も

の
は

決
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
を
考
え
て
み
る
と
こ
の
佐
藤
先

生
の

講
演

と
い

う
も

の
は

非
常

に
記

憶
に

残
る

、
自
分
自

身
が

し
っ

か
り

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
講

演
で
あ
っ
た
と
感
じ
た
。
と
い
う
の
も
、
“
生
と
死
”
と
い
う
ワ
ー
ド

を
何
の

た
め

ら
い

も
遠

慮
も

せ
ず
、
声

に
出

し
て

ダ
イ

レ
ク

ト
に

話
し

て
い

る
か

ら
で

あ
る

。
普
通

、
こ
の
よ
う
な
大
勢
の
中
学
生
に
向
け
て
の
講
演
で
は
、
い
ろ
ん
な
事
情
を

持
っ

て
い

る
生

徒
を

考
慮

し
た

言
葉

選
び

だ
っ

た
り

、
内

容
を

直
接

的
で

は
な

く
遠

回
り

し
て

間
接

的
に
伝
え
た
り
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
生
徒

側
は

な
か

な
か

趣
旨

を
掴

め
な

か
っ

た
り

、
心
に

響
か
な

か
っ

た
り

す
る

。
実
際

に
中
学

の
私

が
そ

う
で
あ
っ
た
。
自
分
に
関
係
な
い
話
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
と
、
長
時
間

集
中
で

き
な

く
な

り
流

し
な

が
ら

聞
い

て
し

ま
う
。
現

に
今

で
も

自
分

の
こ

と
と

関
連

さ
せ

て
考

え
ら

れ
る
内
容
の
方
が
記
憶
に
も
残
り
や
す
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
佐
藤
さ

ん
の
講

演
で

も
、
「

も
し
か

し
た

ら
皆

さ
ん

が
今

日
の

帰
り

道
、
ト

ラ
ッ

ク
に

ひ
か
れ

て
死

ん
で

し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
」
と
か
「
家
族
や
自
分
が
脳
死
し
た
ら
」
と
か
最
悪

の
状
況

を
生

徒
に

考
え

さ
せ

る
よ

う
な

講
演

の
仕

方
を

し
て

い
た
。
こ
の

直
接

的
な
言

葉
を

生
徒

に
投

げ
か
け
る
こ
と
で
中
学
生
か
ら
す
る
と
、
傷
つ
い
て
し
ま
っ
た
り
辛
く
な

っ
て

し
ま

っ
た

り
す

る
恐

れ
も

あ
る

だ
ろ

う
。
し

か
し
佐

藤
さ

ん
は

そ
れ

を
考

慮
し

て
、
分

か
っ

て
い
る
う
え
で
こ
の
よ
う
な
講
演
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
反
対
す
る
意
見

も
多
く

あ
る

と
思

う
が

私
は

こ
の

よ
う

な
直

接
的

な
伝

え
方

を
す

る
方

が
生

徒
側

は
引

き
込

ま
れ

る
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
危
機
感
や
、
喪
失

感
、
怖

さ
、
現

実
感

な
ど
そ

の
よ

う
な

こ
と

を
実

際
に

経
験

し
て

い
な

い
か

ら
こ

そ
想

像
し

に
く

い
し

、
抽
象
的
で
考
え
に
く
い
。
だ
か
ら
こ
そ
生
徒
た
ち
に
直
接
的
に
伝
え
た

い
こ

と
を

伝
え

る
。
そ
う

す
る

こ
と

で
大

き
く

動
か

さ
れ

る
生

徒
も

多
く

い
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た
。

 
ま
た
、
も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
“
4
つ
の
権
利
＋
1
”
で
あ
る
。
こ
の
佐
藤
さ
ん
の
講
演
は
“
生
と
死
”
に
つ
い
て
ダ
イ
レ
ク
ト
な
言
葉
で
話
し
て
い

る
が

、
生

徒
た

ち
に

あ
ら

ゆ
る

選
択

肢
を
与
え
て
い
る
。
生
命
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
ん
な
に
す
ぐ

に
イ

エ
ス

か
ノ

ー
か

を
決

め
ろ

と
言

う
選

択
肢

だ
け

で
は

生
徒

か
ら

す
る

と
圧

力
に

な
る

だ
ろ

う
。
そ
こ
で
佐
藤
さ
ん
の
考
え
た
“
よ
く
考
え
た
が
、
ま
だ
決
ま
ら
な
い
”
と
い

う
選
択

肢
が

あ
る

と
、
よ

り
考

え
や
す

く
想

像
し

や
す

く
な

る
の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。
重

い
内

容
だ
か
ら
こ
そ
、
じ
っ
く
り
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
肢

や
時

間
を

提
示

す
る

こ
と

で
生

徒
も

考
え

や
す

い
と

感
じ

た
。

 
 
家

族
と
も

し
っ

か
り

話
す

こ
と
が
で
き
る
時
期
で
も
あ
る
中
学
生
で
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
、
こ
う

し
て
臓

器
移

植
の

こ
と

を
じ

っ
く

り
考

え
る

場
が

で
き

る
と

そ
の

生
徒

た
ち

が
大

人
に

な
っ

た
と

き
に

意
思
表
示
を
自
分
で
で
き
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
家
族
と
も
意
見
が
合

致
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。
私
は

実
際

こ
れ

か
ら

ゼ
ミ

活
動

で
、

小
学

生
を
対

象
に

意
思

表
示

、
生
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く
側
に
な
る
の
で
い
い
勉
強
に
も
な
っ

た
。
伝

え
方

、
選
択

肢
の
自

由
さ
、
広

さ
を

大
切

に
考

え
て

い
こ

う
と

思
う

。
 

大
学

3
年
生
 
 

 
女

性
 

私
が

、
こ

の
動

画
を

視
聴

し
、
中
学
生
と
し
て
授
業
を
受
け
る
立
場
と
し
て
考
察
し
た
こ
と
は

、
大

き
く

分
け

て
3
点
ご

ざ
い

ま
す

。
 

 
1
点

目
は
、
佐

藤
先

生
が

、
終
始
一
貫
し
て
「
自
分
は
臓
器
提
供
を
勧
め
に
来
た
の
で
は
な
く
、
過

去
、
現
在

、
法

律
を

伝
え

た
上

で
、
生
徒

た
ち

に
考

え
る

き
っ

か
け

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

目
的

」
と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
点
が
、
印
象
的
だ
っ
た
と
い
う

こ
と

で
す

。
授

業
を

、
決

し
て

価
値

観
強

制
の

場
に

は
せ

ず
、

あ
く

ま
で

、
生

徒
た

ち
が

命
に

つ
い

て
考

え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
す
る
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
、
生
徒
に
と
っ
て
、
息

苦
し

く
な

く
、
真
剣

で
あ

り
な

が
ら

も
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
た

雰
囲

気
の

授
業

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
ま
す
。
 

2
点

目
は

、
脳

死
と

植
物

状
態
の
違
い
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す

。
生
徒

た
ち

の
中

に
は

、
脳

死
と
植
物

状
態

を
混

同
し

て
い

る
人

も
い

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

そ
の
点
を
改
め
て
説
明
し
て
お
く
こ
と
で
、
そ
の
後
の
学
習
の
理
解

度
を

上
げ

る
こ

と
に

つ
な

が
る

と
考

え
ま

す
。

 
 
3
点

目
は

、
臓

器
を
「

あ
げ
た
い
」
「
あ
げ
た
く
な
い
」
「
も
ら
い
た
い
」
「
も
ら
い
た
く
な
い
」
の

４
つ
の

権
利

に
プ

ラ
ス

し
て

、
「
よ
く

考
え

た
が

ま
だ

決
ま

ら
な

い
」

と
い

う
権
利

を
強

調
し

て
お

話
し
さ
れ
て
い
た
点
が
と
て
も
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
命
に
関
わ

る
重

大
な

決
断

で
あ

る
た

め
、
即

座
に
決

め
る

こ
と

を
躊

躇
す

る
生

徒
も

い
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
じ
っ
く
り
真
剣
に
考
え
る
選
択
肢
を
与
え
て
い
る
の
が
と
て
も
良

い
と

考
え

ま
し

た
。
 

以
上

が
、

私
が

、
中

学
校

教
員
向
け
の
動
画
を
視
聴
し
て
考
察
し
た
こ
と
で
す
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

こ
の

講
義

を
聞

い
て

思
っ

た
の
は
、
今
臓
器
提
供
に
関
し
て
の
意
思
表
示
を
す
る
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で

す
。
も

し
、
自

分
や

、
家
族

が
ド
ナ

ー
と

な
っ

た
り

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

と
急

に
な

っ
た

ら
正

常
な

判
断
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
今
ま
で
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
頭
が
真

っ
白

に
な

っ
た

時
に

正
し

い
判

断
は

確
か

に
で

き
な

い
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。
な

の
で
、
今

考
え

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い

つ
自

分
や
家

族
が

ド
ナ

ー
や

レ
シ

ピ
エ

ン
ト

と
な

っ
て

も
お

か
し

く
な

い
と

い
う

こ
と

も
言

わ
れ

る
ま

で
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
ご
と
と
し
て
臓
器
位
提
供
を
捉
え

る
こ

と
が

と
て

も
大

事
な

の
だ

と
思

い
ま

し
た

。
し

か
し
、
家

族
と

臓
器

提
供

に
つ
い
て
考
え
る
の
は
な
か
な
か
し
に
く
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
急
に
そ

う
い

う
真

剣
な

話
を

す
る

機
会

が
あ

ま
り

な
い

か
ら

で
す

。
大
切

な
こ

と
だ

と
分
か

っ
て

い
て

も
な

か
な
か
い
い
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
頑
張
っ
て
話
し
て
み
よ
う

と
思

い
ま

す
。

普
通

の
道
徳

の
授

業
で

は
な

く
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
さ
ん
か
ら
聞
く
話
は
と
て
も
新
鮮
で
と
て
も

印
象
的

で
し

た
。
と

て
も
話

に
引

き
込

ま
れ

ま
し

た
。
で
も

一
つ

気
に

な
っ

た
の

は
、
な
か

な
か

私
た

ち
中
学
生
が
意
思
表
示
で
き
る
も
の
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
意
思

表
示
カ
ー

ド
は

ど
こ

に
あ

る
の

か
わ

か
ら

な
い

し
、
免
許

証
は

持
て

な
い

し
、
マ

イ
ナ
ン

バ
ー

や
健

康
保
険
証
は
親
が
管
理
し
て
い
て
あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

も
さ

ほ
ど

使
わ

な
い

の
で

、
な
か
な

か
意

思
表

示
す

る
の

は
中

学
生

に
は

難
し

い
の

か
な

と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
親
に
健
康
保
険
証
に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
思
い

ま
す

。
上

記
に

つ
い

て
の

私
の

追
記

家
族

と
話
そ

う
シ

ー
ト

で
は

、
少
し
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
話
そ
う
シ
ー
ト
を
渡
し
た
と
し
て

も
実

際
に

や
る

人
は

少
な

い
の

で
は

、
、

、
で
も
こ
の
大
き
な
壁
を
越
え
る
た
め
に
ど
う
い
う
衝
撃
を
与
え
る
と
効
果
的
な
の
か
を
考
え
る
の
が

S
Y
V
P
な
の
で
、
こ
の
へ
ん
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
活
動
を
考
え

て
も

い
い

と
思

い
ま

す
。

今
考

え
た

付
け
焼
き
刃
な
私
の
考
え
で
す
が
、
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
こ

と
↓

・
ゲ

ス
ト
ス

ピ
ー

カ
ー

な
ど

外
部
の
人
を
呼
ぶ
こ
と
は
大
切
。
新
鮮
さ
が
刺
激
に
な
る
→
行
動
に

つ
な

が
る

？
・

意
思

表
示

カ
ー

ド
を

話
の

あ
と
に
渡
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
の
設
置
場
所
は

J
O
T
に
よ
る
と
都
道
府
県
市
区
町
村
役
場
窓
口
、
一
部
の
病
院
や
一
部
の
イ
オ
ン
な
ど
に
な
る
。
だ
け
ど
、
中
学
生
が
意
思
表
示

に
め
っ

ち
ゃ

や
る

気
の

時
に

す
く

に
意

思
表
示
カ
ー
ド
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
な
け
れ
ば
、
ま
た
そ
の
や
る
気
は

下
が

り
、

意
思

表
示

へ
の

道
は

遠
の

く
と

思
う

。
そ

の
た

め
温

か
い

時
に

鉄
は

打
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

 
佐

藤
毅
先

生
に

よ
る

中
学

生
の
道
徳
の
授
業
に
生
命
の
尊
さ
を
知
る
た
め
に
臓
器
移
植
を
伝
え
る

こ
と
に

対
し

て
、
中

学
生
と

し
て

授
業

に
受

け
る

観
点

か
ら

考
察

し
て

い
き

た
い

。
 

 
ま

ず
一
つ

目
に

、
臓
器

移
植
を
伝
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
臓
器
移
植
が
行
わ
れ
て

い
る

の
か

を
伝

え
る

た
め

に
「
死

」
に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
講

義
の

形
で

あ
る

と
感

じ
ま

し
た

。
「

死
」
は
私
た
ち
に
必
ず
訪
れ
る
こ
と
で
あ
る
の
を
強
調
し
て
い
る
点
は

中
学
生

に
も

心
に

響
く

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。
ま
た

、
「

死
」
に

つ
い

て
脳
死

の
考

え
方

が
日

本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
点
を
明
示
し

た
う

え
で

、
脳

細
胞

は
機

能
が

停
止

し
て

し
ま

う
と

再
生

し
な

い
と

い
う

医
療

の
視

点
か

ら
の

講
義

は
、
「
死
」
に
対
し
て
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
現
在

か
ら
少

し
ず

つ
考

え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

だ
と

意
識

で
き

る
講

義
だ

と
感

じ
ま

し
た

。
 

 
二

つ
目
に

、
臓

器
移

植
を

法
律
の
観
点
か
ら
、
家
族
に
決
定
権
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
伝
え
た
う

え
で

、
家
族

が
困

ら
な

い
た

め
に

も
意

思
表

示
を

す
る

必
要

性
が

あ
る

と
い

う
、
臓

器
移
植

の
意

思
表

示
の
目
的
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
意
思
表
示
を

す
べ
き

で
あ

り
、
臓

器
移
植

の
ド

ナ
ー

に
な

り
た

く
な

い
と

拒
否

す
る

権
利

も
あ

る
と

い
う

点
は

、
冒

頭
に
し
っ
か
り
と
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
も
最
初
の
内

容
が

つ
な

が
る

よ
う

に
強

調
す

べ
き

な
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

ま
し

た
。
 

 
年

代
別
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
一
年
間
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
実
際
に
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ

な
ど

を
行

っ
て

い
く

際
に

、
臓

器
移

植
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

こ
と

で
意

思
表

示
の
目
的
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
臓

器
移
植

の
理

解
の

根
幹

に
あ

る
の

は
生

命
の

尊
さ

を
伝

え
る

こ
と

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

「
死

」
は

身
近
で
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

こ
の

授
業
で

の
目

的
は

、
自

分
ご
と
と
し
て
考
え
る
→
家
族
と
話
し
合
う
→
死
生
観
を
深
め
る
、

と
あ

る
。

も
ち

ろ
ん

客
観

的
な

知
識

を
得

る
こ

と
は

、
数

十
年

後
の

将
来

、
自

分
ご

と
に

な
っ

た
時

に
考

え
る
手
助
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
授
業
を
受
け
た
「
今
」
、
自

分
ご

と
と

し
て

考
え

て
も

ら
う

の
で

あ
れ

ば
、
ど
こ

か
イ

ン
パ

ク
ト

に
欠

け
る

内
容

に
感

じ
ら

れ
た
。

話
す

内
容

が
決

ま
っ

て
い

て
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
ど
う
し
て
も
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
重

い
テ
ー
マ

で
あ

る
た

め
、
決

め
ら

れ
た
客

観
的

な
内

容
を

伝
え

る
だ

け
で

は
、

自
分

ご
と

と
し

て
考

え
る
段
階
ま
で
は
及
び
辛
い
気
が
す
る
。
 

 
実

体
験
（

事
実

＋
感

情
）
と
し
て
語
ら
れ
る
内
容
に
、
人
は
、
特
に
感
受
性
の
高
い
時
期
で
あ
る
中

学
生

は
心

動
か

さ
れ

る
と

思
う
。
大

勢
の

人
向

け
に

一
般

化
さ

れ
た
内

容
を

語
ら
れ

る
よ

り
も

、
よ

り
個
人
的
な
、
主
観
的
な
内
容
を
語
ら
れ
た
方
が
、
心
に
響
く
の
で
は
な

い
か

。
「

い
の

ち
の

大
切

さ
」
を
伝

え
る

時
は

、
い

の
ち

の
大

切
さ

を
一

番
に

感
じ

た
方

か
ら

紡
が

れ
る
言
葉
に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
気

が
す

る
。
 

 
よ

っ
て

、
正
し

い
知

識
を

得
る
こ
と
に
加
え
、
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
臓
器
移
植
の
当

事
者
か

ら
の

話
が

聞
く

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
段

階
も

加
え

ら
れ

た
ら

更
に

こ
の

授
業

の
目

的
に

近
づ

く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

・
逃

げ
道
と

し
て

＋
１

の
権

利
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
。

４
つ

の
権

利
だ

け
で

は
自

分
が
決
め
な
く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
＋
１
を
提

示
さ

れ
る

こ
と

で
「
考
え

な
く

て
は

い
け

な
い

が
決

断
は

し
な

く
て

い
い

」
と
い

う
風
に

意
思

表
示

を
捉
え
ら
れ
る
圧
迫
感
が
な
い
と
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
家
に
か
え

る
と
「

ま
だ

決
め

な
く

て
も

い
い
」
と

都
合

よ
く

解
釈

し
て

し
ま

い
決
断

す
る

こ
と
自

体
を

忌
避

し
て

し
ま
う
と
も
思
わ
れ
た
。
 

・
家

族
と
の

話
し

合
い

が
恥

ず
か
し
い

中
学

生
の

時
は

親
と

深
い

話
を
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
部
活
な
ど
の
諸
連
絡
で
し
か
話
し
合
わ
な
い

と
感

じ
た

。
ま

た
、
い
き

な
り

深
い

話
を

す
る

に
は

勇
気

が
必

要
で

あ
る

と
感

じ
ら

れ
る

。
 

・
脳

死
の
説

明
が

難
し

い
脳

死
の
状

況
の

説
明

が
難

し
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
そ
う
い
う
状
況
と
診
断
し
て
く
れ
る
の
は
医

者
で
あ

る
の

で
、
自

分
が
完

全
に

理
解

し
て

い
な

く
て

も
い

い
と

感
じ

た
。

そ
し

て
、
脳

死
の

説
明

が
難

し
い
と
感
じ
た
学
生
は
授
業
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
と
も
感
じ
ら
れ

た
。
 

・
ど

の
メ
ッ

セ
ー

ジ
が

伝
え

た
く
、
ど
う
し
て
欲
し
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い

歴
史

、
仕

組
み

、
家

族
と

の
会
話
、
意
思
表
示
な
ど
話
の
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
が
故
に

最
終
的

に
何

が
し

て
欲

し
い

の
か

を
す

ん
な

り
と

理
解

で
き

な
い

。
ま

た
、

理
解

で
き
た

と
し

て
も
、
授

業
中
で
一
番
念
押
し
さ
れ
て
い
た
「
脳
幹
」
の
こ
と
と
家
族
と
話
し
合

う
こ
と

の
つ

な
が

り
を

認
識

で
き

な
い

の
で

、
行
動

に
は
移

し
づ

ら
い

と
感

じ
る

。
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

 
あ

く
ま
で
「
命

の
授

業
」
だ
と
題
し
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
も
「
臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
授
業
」
の

方
が
イ
メ

ー
ジ

が
強

か
っ

た
。
こ

の
講
義

を
受

け
る

の
が

中
学

生
だ

か
ら

こ
そ
、
授

業
の

作
り

方
は

困
難
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
最
も
気
に
な
っ
た
点
は
、
全
体
的
に
講

義
の
内

容
が

受
動

的
す

ぎ
る

こ
と

で
あ

る
。
た

だ
話

を
聞
い

て
板

書
を

ノ
ー

ト
に

写
し

て
お

し
ま

い
、
と
い
う
よ
う
に
中
学
生
が
自
身
の
頭
を
使
っ
て
考
え
る
余
地
が
計
算
さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
見

え
た

。
も

し
、
私
が

中
学

生
と

し
て

こ
の

授
業

を
受

け
る

の
で

あ
れ

ば
、

考
え

る
余
地
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
こ
の
講
義
の

良
か

っ
た

点
を

5
つ

挙
げ

る
。

 
①

最
初

に
留

意
事

項
と

し
て
「
生
」
「
死
」
と
い
う
言
葉
が
沢
山
出
て
く
る
。
あ
く
ま
で
シ
リ
ア
ス

だ
が

、
リ
ラ

ッ
ク

ス
。
保
健

室
に

行
く

の
も

可
、
と

い
う
こ

と
を

伝
え

る
こ

と
は

、
生

徒
の

権
利

を
守

る
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

②
4
つ

の
権
利
が

存
在

す
る

こ
と
を
知
れ
る
。

③
臓

器
移
植

を
推

進
し

て
い

る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
命
の
話
」
と
し
て
臓
器
移
植
を
ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
た

。
④

大
脳

、
小

脳
、

特
に

「
脳

幹
」
、
「
脳
細
胞
」
の
こ
と
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
が
提
供
さ
れ
て

い
る

こ
と

。
⑤

死
の

定
義

に
は

い
く

つ
か

あ
り
、
特
に
誤
解
さ
れ
や
す
い
「
脳
死
」
と
「
植
物
状
態
」
の
違
い

が
講

義
さ

れ
て

い
た

い
こ

と
。

し
っ

か
り

と
講

義
し

な
い

と
い
け
な
い
点
に
つ
い
て
、
一
通
り
触
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
よ
か
っ
た

と
思
う

。
し

か
し
、
伝

え
方

が
少

し
さ

ら
っ

と
し

す
ぎ

て
い

て
、
ど

こ
が

重
要

で
何
を

伝
え

た
い

の
か

何
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
か
、
中
学
生
だ
と
い
ま
い
ち
掴
み
き
る
こ
と
が

で
き
な

い
よ

う
な

気
が

し
た

。
加
え

て
、
②

の
「
臓

器
移
植

を
推

進
し

て
い

る
の

で
は

な
く

、
あ

く
ま

で
「
命
の
話
」
と
し
て
臓
器
移
植
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
」
と
い
う

こ
と

こ
そ

、
最

も
伝

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
(
最

も
誤
解

さ
れ
た
く

な
い
こ
と
)
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
明
確
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
こ
の
講
義
の
問
題
点
だ
と
考
え
る
点
を

6
つ
挙
げ
る

。
 

①
こ

の
講
義

は
命

の
授

業
で

あ
る
、
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
い
き
な
り
臓
器
提
供
の

4
つ
の
権
利

か
ら

始
ま

る
の

は
ど

う
か

と
思

う
。

フ
ァ

ー
ス

ト
イ

ン
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
が

、
臓

器
提

供
に

な
り

か
ね

な
い

と
考
え
る
。

②
中

学
生
に

い
き

な
り

権
利

の
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
権
利
を
行
使
す
る
機
会
が
ま
だ
少
な
い
以

上
ピ

ン
と

こ
な

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

？
③

過
去

と
現

状
と

法
律

を
伝

え
て
い
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
々
あ
り
、
た
だ
事
実
を
述
べ
て

い
る

だ
け

な
の

で
、
中
学

生
の

立
場

に
な

っ
た

と
き

何
を

伝
え

た
い

の
か

う
ま

く
理

解
で

き
ず

、
よ

く
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
終
わ
ら
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？

④
自

分
の
意

思
決

定
が

後
に

ど
う
な
る
か
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
伝
わ
り
に
く
い
。

⑤
書

き
込
む

形
式

の
授

業
は

受
動
的
す
ぎ
る
の
で
、
自
分
で
主
体
的
に
考
え
る
余
地
が
生
み
出
さ

れ
な

い
。

⑥
誰

に
で
も

必
ず

起
こ

る
こ

と
、
突
然
起
こ
る
こ
と
、
と
い
う
点
を
強
調
し
た
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
が

、
誰

に
で

も
起

こ
り

う
る

こ
と

が
や

は
り

ど
う

し
て

も
非

現
実

的
で

自
分

ご
と

と
考

え
に

く
い

。
 
最

後
に
、

問
題

点
を

ど
う

す
れ
ば
よ
り
よ
く
な
る
か
に
つ
い
て
私
な
り
に
考
察
し
て
い
く
。
 

講
義

の
形
式

つ
い

て
、

少
な

く
と
も
改
善
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
点
が
あ
る
。
 

⑥
に

つ
い
て

だ
が

、
こ

の
選

択
肢
(
意
思
決
定
)を

選
ぶ
と
こ
う
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
よ
、
と

い
う

こ
と

を
も

う
少

し
わ

か
り

や
す

く
し

た
方

が
い

い
の

で
は

と
感

じ
た

。
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

的
な

も
の

を
資
料
と
し
て
配
布
し
て
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
視
覚
か
ら
も
理
解
で
き

る
よ

う
に

し
た

方
が

い
い

の
で

は
と

感
じ

た
。

書
き
込
む
形
式
の
授
業
っ
て
受
動
的
す
ぎ
る
と
感
じ
た
。
G
r
e
e
n
 P
r
i
d
e
 F
e
s
で
行
っ
て
い
た
よ
う
に
ま
ず
ク
イ
ズ
形
式
で
問
い
て
も
ら
っ
て
、
誤
っ

た
知

識
を

解
く

必
要

が
あ

る
と

思
う

。
少

な
く

と
も

、
た
だ
の
板
書
を
す
る
形
式
で
あ
る
受
動
的
な
講
義
よ
り
も
、
ク
イ
ズ
形

式
を

先
に

行
い
、
自

身
の

回
答

を
自

分
で

添
削

し
て

い
く

講
義

形
式

の
方

が
、

少
な

か
ら

ず
能

動
的

で
は
あ
る
と
思
う
。

誤
っ

た
知

識
や

誤
解

を
講

義
を
通
し
て
生
み
出
し
て
し
ま
う
の
が
最
も
避
け
る
べ
き
こ
と
で
は

あ
る

の
は

間
違

い
な

い
。
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性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

提
示
さ
れ
た

UR
L
か
ら
動
画
を
視
聴
し
、
「
中
学
生
」
と
し
て
の
感
想
を
ま
と
め
る
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
学
生
と
し
て
、
と
い
う
条
件
で
あ
る
が
、
一
般
的
な

中
学

生
を

想
起

す
る
の

か
、
感

想
を

ま
と
め
る
者
の
中
学
生
時
代
を
思
い
出
し
て
書
く
の
か
、
に
つ
い
て
、
指

示
は

な
か
っ

た
。
そ

の
た
め

、
私

の
判
断
で

、
以

下
の
感
想

は
中

学
生

時
代

の
私

が
こ

の
授

業
を

受
け

て
抱
く
と
思
わ
れ
る
感
想
を
ま
と
め
よ
う
と
思
う
。
ま
た
、
授
業
の
雰
囲

気
な

ど
、
受

け
る

中
学
生

の
心

持
ち

に
関

す
る

も
の

か
、
授

業
内

容
そ

れ
自

体
に
関

す
る

も
の

か
の

指
示
も
な
か
っ
た
た
め
、
両
方
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
う
。
 

ま
ず

、
率

直
な
感

想
と

し
て

、
こ
の
授
業
は
「
堅
い
」
と
感
じ
た
。
教
育
で
あ
り
、
命
を
扱
う
題
材

で
あ
る

た
め

、
堅

い
授
業
と

な
る

の
は

当
然

で
あ

る
。
し
か

し
、
私

の
よ

う
な

中
学
生

に
と

っ
て
、
堅

い
話
は
内
容
に
よ
ら
ず
、
現
実
感
が
湧
か
ず
、
真
剣
に
聞
く
姿
勢
に
至

り
づ
ら

い
の

も
ま

た
事

実
で

あ
る
。
と

い
う

の
も
、
科

学
に

立
脚

し
な
い

個
人

の
考
え

で
あ

る
が
、
一

般
に
中
学
生
は
人
生
に
お
け
る
経
験
が
ま
だ
乏
し
く
、
本
当
の
意
味
で

話
さ
れ

て
い

る
内

容
を

自
分

と
結

び
つ

け
て

考
え

る
機

会
が

少
な

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
大

人
に

対
し
て
す
る
講
義
と
考
え
る
な
ら
ば
、
要
点
を
理
解
し
や
す
く
し
て
い
る

た
め

、
聞

き
や

す
い

、
「

良
い

」
授
業
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。
し
か

し
、

対
象

が
中
学

生
と

な
っ

た
と

き
、
そ
こ
に
、
現
実
感
の
あ
る
例
示
な
ど
、
受
け
る
側
が
自
分
に
も
関
係

の
あ

る
話

で
あ

る
と

自
覚

で
き

る
段

階
を

用
意

す
る

必
要

が
あ

る
と

感
じ

た
。
 

次
に

、
授

業
の
内

容
に

つ
い

て
の
感
想
を
記
す
。
ま
ず
、
全
体
的
な
内
容
に
お
い
て
要
点
が
示
さ
れ

、
口

に
よ
る

説
明

も
わ

か
り

や
す

く
、
穴
埋

め
で

記
述

を
す

る
こ

と
で

授
業

へ
の

参
加

を
し

や
す

い
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
、
一
番
重
要
で
あ
る
と
し
た
ス
ラ
イ
ド
は
、
情
報
量

が
多
く

、
ま

た
脳

細
胞

の
説

明
に

必
要

の
な

い
情

報
が

多
い

た
め
、
そ
こ

で
授

業
へ
の

集
中

力
を

切
ら

す
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
脳
細
胞
に
関
す
る
説
明
は
、
そ
の
次
に
さ

れ
る

心
停

止
と

脳
死

の
説

明
の

補
助

程
度

で
も

よ
い

の
で

は
と

感
じ

た
。

ま
た

、
歴
史

に
関

し
て

も
、
年
表
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
「
最
近
施
行
さ
れ
た
」
と
い
う
事
実
よ
り

も
勉

強
へ

の
拒

否
感

が
勝

っ
て

し
ま

う
よ

う
に

感
じ

る
。
ま

た
、
本

人
の
意
思
で

Y
E
S
か

NO
を
決
め
ら
れ
る
こ
と
や
、
意
思
表
示
を
し
て
い
な
い
場
合
の
家
族
承
諾
に
つ
い
て
の
話
が
こ
の
講
義
の
肝
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
最
初
に
強

く
提
示

し
た

ほ
う

が
、

中
学

生
と

し
て

の
私
に
と
っ
て
話
が
見
え
や
す
い
と
思
っ
た
。
 

ま
と

め
る
と

、
中

学
生

に
対

象
を
絞
る
な
ら
、
授
業
が
堅
く
、
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
講
義

で
は
な

い
と

感
じ

た
。
要
点

は
わ

か
り

や
す

い
が
、
堅

さ
を

作
っ

て
し
ま

う
の

が
も
っ

た
い

な
い

よ
う

に
思
わ
れ
る
。
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

中
学

生
の

観
点

か
ら

動
画

を
見
た
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
 

 
ま

ず
授
業

の
は

じ
め

に
先

生
が
臓
器
移
植
を
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
聞
い
て

ほ
し

い
、
と

お
っ

し
ゃ
っ

て
い

た
の

で
臓

器
移

植
と

い
う

言
葉

だ
け

で
重

い
テ

ー
マ

だ
と

感
じ

て
い

る
生
徒
も
あ
ま
り
気
を
張
ら
ず
に
授
業
を
受
け
ら
れ
る
と
感
じ
た
。
ま
た
佐

藤
先
生

が
初

め
に

４
つ

の
権

利
＋

１
と

い
う
「

あ
げ
た

い
」
「

あ
げ

た
く

な
い
」

「
も

ら
い

た
い

」
「
も
ら
い
た
く
な
い
」
の
他
に
「
よ
く
考
え
た
け
ど
ま
だ
決
ま
ら

な
い

」
と

い
う

選
択

肢
を

あ
げ

ら
れ

た
。

こ
れ

は
と

て
も

大
切

だ
と

思
う

。
生

徒
た

ち
は

焦
っ

て
決

め
る

の
で
は
な
く
、
自
分
は
臓
器
移
植
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
な
ど
、
自

分
ご

と
と

し
て

じ
っ

く
り

考
え

て
く

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
 

植
物

状
態

と
脳

死
に

つ
い

て
の
説
明
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
脳
細
胞
は
決
し
て
再
生
し
な

い
た

め
、
生

き
て

い
く
た

め
に

必
要

な
働

き
を

す
る

脳
幹

が
壊

れ
て

し
ま

う
と

脳
死

に
な

り
、
他

の
脳
の
細
胞
が
機
能
し
て
い
な
く
と
も
脳
幹
は
生
き
て
い
る
状
態
の
こ
と
を

植
物

状
態

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
私

も
恥

ず
か

し
な

が
ら

は
っ

き
り

と
は

こ
の

違
い

を
知

ら
な

か
っ
た
の
で
脳
幹
が
壊
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
と
い
う
大
き
な
違
い

が
あ

る
こ

と
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
ま
た
初

め
に

佐
藤

先
生

が
脳

幹
と

い
う

言
葉

を
強

調
し

て
い

ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
中
学
生
も
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し

か
し

こ
の
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

の
脳

死
の
「
臓

器
移

植
が

前
提

と
な

る
場

合
は

２
種

類
」

と
い

う
の

が
少

し
わ
か
り
に
く
い
か
な
と
感
じ
た
。
 

 
佐

藤
先
生

の
お

話
は

死
や

臓
器
移
植
が
他
人
事
で
は
な
く
私
た
ち
も
直
面
す
る
可
能
性
が
十
分

あ
る

と
い

う
こ

と
が

と
て

も
伝

わ
っ

て
き

た
。
ま

た
自

分
が
臓

器
移

植
の

意
思

表
示

を
し

て
い

な
け

れ
ば

家
族
が
決
め
な
い
と
い
け
な
い
、
何
か
あ
っ
た
時
に
で
は
な
く
冷
静
な

時
に
話

し
合

い
を

し
て

意
思

表
示

を
し

て
お

い
た

ほ
う

が
い

い
と

い
う

意
思

表
示

の
必

要
性

を
丁

寧
に

説
明
さ
れ
て
い
て
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
臓
器
移
植
の
こ
と
を
通
し
て

、
自

分
や
家
族

が
脳

死
に

な
っ

た
後

の
「
命
」
に

つ
い

て
学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。
 

 
 
中
学
校
の
先
生
方
に
は

15
歳
か
ら
臓
器
移
植
に
つ
い
て

YE
S
と
意
思
表
示
で
き
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
生
徒
の
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
「
自
分
ご
と

」
と
し

て
考

え
て

く
れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思
う
。
同
時
に
意
思
表
示
の
方
法
や
、
自
分
の
決
定
は
何
度
で
も

書
き

直
せ

る
こ

と
な

ど
も

伝
え

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
う

。
 

 
SY
V
P
の

年
代

別
ア

プ
ロ

ー
チ

の
中
学
生
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
私
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
臓

器
移

植
に

つ
い

て
説

明
す

る
の

か
、

き
ち

ん
と

伝
え

る
た

め
に

ど
の

よ
う

な
言

い
回

し
が

適
切

な
の

か
な
ど
こ
の
佐
藤
先
生
の
動
画
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
佐
藤
先

生
の

授
業

の
よ

う
に

中
学

生
の

皆
さ

ん
に

わ
か

り
や

す
く

、
「

他
人

ご
と

」
で

は
な

く
「

自
分

ご
と

」
と

し
て
向
き
合
っ
て
も
ら
い
、
家
族
の
方
と
ど
う
し
た
ら
会
話
の
機
会

を
作

れ
る

か
を

考
え

て
い

き
た

い
。
 

大
学

3
年
生
 

女
性
 

 
私

が
中
学

生
と

い
う

立
場

か
ら
こ
の
授
業
を
み
る
と
、
臓
器
移
植
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
み

に
つ
け

ら
れ

る
良

い
機

会
だ

な
と

感
じ

ま
し

た
。
特

に
、
混

同
さ

れ
や

す
い

脳
死

と
植

物
状

態
の

違
い

が
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
良
い
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
中
学

生
が

こ
の

授
業

を
う

け
た

と
き

に
、
こ
の

授
業

を
通

し
て

伝
え

た
い

こ
と

で
あ

る
「

臓
器

移
植

と
い

う
も
の
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
実

際
に
伝

わ
る

か
と

い
う

面
で

考
え

る
と

、
こ
の

授
業
は

中
学

生
に

と
っ

て
は

少
し

イ
ン

パ
ク

ト
が

薄
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
臓
器
移
植
を
道
徳
の
授
業
で

行
う

と
い

う
こ

と
も

考
慮

す
る

と
、
生
徒

の
心

が
動

か
さ

れ
る

よ
う

な
題

材
を

少
し

加
え

れ
ば

、
臓
器
移
植
を
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
繋
が
る
の
で
は

な
い

か
と

考
え

ま
し

た
。
例

え
ば

、
こ
の

授
業

の
最

初
に

臓
器

移
植

に
関

連
す

る
ド

キ
ュ

メ
ン

タ
リ

ー
番
組
を
生
徒
に
み
せ
る
な
ど
す
る
と
、
よ
り
生
徒
の
心
が
動
き
、
こ
の
授

業
も
も

っ
と

関
心

を
持

っ
て

聞
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

思
い

ま
し

た
。

 
 

19



性
別

感
 
想
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

・
知

識
の
イ

ン
プ

ッ
ト

が
多

い
た
め
臓
器
移
植
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
に
は
な
る
が
、
意
思
表

示
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

は
あ

ま
り

感
じ

な
い

。
道

徳
の

授
業

と
い

う
よ

り
は

保
健
の
授
業
と
い
う
印
象
。

主
旨

は
知
識

を
与

え
る

こ
と

な
の
か
、
そ
れ
と
も
意
思
表
示
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う

こ
と

な
の

か
を

も
う

少
し

明
確

に
し

た
方

が
い

い
か

も
し

れ
な

い
。

・
具

体
的
な

経
験

を
聴

く
の

が
一
番
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
た
め
、

誰
か

の
経

験
を

話
に

入
れ

る
と

よ
い

か
も

(
私

は
移

植
医
療

に
つ

い
て

初
め
て
ち
ゃ
ん
と
お
話
を
聴
い
た
の
は
、
脳
死
腎
移
植
を
受
け
ら
れ
た
加

藤
み

ゆ
き

さ
ん

の
講

演
で

し
た

。
そ

れ
ま

で
意

思
表

示
に

つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
け
ど
す
ご
く
考
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
)

・
意

思
表

示
を
し

な
い

と
家

族
や
自
分
が
困
る
、
と
い
う
認
識
も
大
切
だ
け
ど
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

価
値
と

し
て

意
思

表
示

に
よ

っ
て

人
の

命
を

救
う

こ
と

が
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

の
に

、
し

な
い

の
は

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
と
意
思
表
示
カ
ー
ド
に
書
く

と
い

う
手

間
を

そ
ん

な
に

手
間

だ
と

思
わ

な
く

な
る

か
も
 

(
い

ざ
と

い
う
時

自
分

や
家

族
が
困
る
と
言
わ
れ
て
も
あ
ま
り
実
感
で
き
な
い
け
ど
、
い
ま
困
っ
て
い

る
人

は
い

る
か

ら
そ

の
人

た
ち

の
命

を
救

う
こ

と
に

な
る

と
い
う
認

識
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
)
 

大
学

3
年
生
 
 

女
性
 

こ
の

動
画
を

視
聴

し
て

、
初
め
て
臓
器
移
植
に
つ
い
て
学
ぶ
中
学
生
か
ら
見
る
と
、
ま
ず
「
死
」
と

は
何

だ
ろ
う

か
、
臓

器
移
植

と
は

何
な

の
か

、
そ

し
て
臓
器

提
供

の
意

思
表

示
の

大
切

さ
と

い
う

の
を

主
に
、
中
学
生
で
も
理
解
し
や
す
い
説
明
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な

印
象
を

受
け

ま
し

た
。
臓
器

提
供

に
関

し
て

は
「
４

つ
の
権

利
」
に

さ
ら

に
＋

１
で
「
よ
く

考
え

た
が

、
ま
だ
決
ま
ら
な
い
」
と
い
う
権
利
を
付
け
足
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
臓

器
提
供
の

意
思

表
示

を
早

く
し

な
い

と
い

け
な

い
、
「
は

い
」
か
「

い
い

え
」
し

か
選
択

肢
が

な
い

と
い
う
焦
り
や
不
安
を
拭
え
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も

臓
器

提
供

の
意

思
表

示
と

い
う

言
葉

を
聞

く
と

、
早
く
し

な
い

と
い

け
な

い
の

で
は

な
い

か
と

、
意
思
表
示
す
る
こ
と
に
対
し
て
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
づ
ら
い
の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。
し

か
し

、
こ
の

動
画

で
は

意
思

表
示

に
つ

い
て

無
理

に
今

す
ぐ

答
え

を
出

す
必
要
は
な
い
こ
と
、
ゆ
っ
く
り
自
分
の
意
思
で
決
め
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る

こ
と

、
ま
た

そ
の
答

え
が

何
か

の
き

っ
か

け
で

変
わ

っ
て

も
構

わ
な

い
こ

と
を

前
提

と
し

て
伝

え
な
が
ら
お
話
さ
れ
て
い
る
の
で
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
に
対
し
て
不

安
や

恐
怖

を
感

じ
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。
ま

た
「

死
ぬ
人

が
い

る
か

ら
こ

そ
、
生

き
て
い

け
る

人
が

い
る
」
と
い
う
臓
器
移
植
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
お
話
さ
れ
て
い
る
時
に
、
当

た
り
前
の

こ
と

で
は

あ
る

が
、
「

死
」
は

誰
に

で
も

平
等

に
や

っ
て

く
る

こ
と
、
そ

の
「

死
」
が

突
然
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
で

、
自

分
が

そ
の

ス
ト

ー
リ

ー
の

死
ぬ

側
の

人
間

に
な

る
か

も
し

れ
な

い
、
も

し
く
は

自
分

の
知

ら
な
い
死
ぬ
人
か
ら
臓
器
提
供
を
受
け
て
生
き
て
い
く
側
の
人
間
に
な

る
か
も

し
れ

な
い
、
そ

れ
は

ど
ち

ら
も

い
つ

自
分

の
身

に
起

こ
る

か
分

か
ら

な
い

と
い

う
こ

と
を
、
自

分
自
身
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
一
度
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い

ま
し

た
。
こ

う
や
っ

て
も

し
自

分
の

身
に

起
き

た
ら

？
と

い
う

想
定

を
す

る
こ

と
で

、
今

ま
で

他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
臓
器
移
植
や
臓
器
提
供
が
す
ご
く
身

近
に

感
じ

ら
れ

、
そ

れ
ら

に
興

味
を

持
て

る
よ

う
に

な
る

と
思

い
ま

し
た

。
以

上
か

ら
、
こ
の

動
画

は
「
死
」
に
つ
い
て
臓
器
移
植
と
い
う
１
つ
の
テ
ー
マ
を
用
い
て
、
臓
器
移
植

、
臓
器
提

供
の

意
思

表
示

と
は

何
か

、
と

い
っ

た
基

本
的

な
内

容
を

中
学

生
向

け
に

分
か

り
や

す
く

説
明
し
な
が
ら
、
「
死
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
、
臓
器

提
供
の

意
思

表
示

へ
の

関
心

が
持

て
る

よ
う

な
内

容
で

あ
り

、
臓
器

移
植

の
入

り
と
し

て
は

簡
潔

で
親

し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
中
学
校
教
師
が
こ

の
動

画
の

後
に

＋
α

で
臓

器
提

供
の

現
状

で
あ

っ
た

り
、
臓

器
提

供
か

ら
移

植
ま
で

の
流

れ
、
臓

器
移
植
を
受
け
た
後
の
生
活
、
ま
た
意
思
表
示
の
仕
方
な
ど
を
お
話
さ
れ
た

ら
、
も
っ

と
臓

器
移

植
に

つ
い

て
深

く
学

ぶ
こ

と
が

出
来

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
し

た
。
こ

う
し
た
「
死
」
に
つ
い
て
臓
器
移
植
を
題
材
に
中
学
生
に
向
け
て
お
話
す

る
こ
と

で
、
早

い
段

階
で
臓

器
移

植
や

臓
器

提
供

に
つ

い
て

関
心

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
り

、
意
思

表
示
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
の
が
と
て
も
良
い
こ

と
で
あ

る
と

思
い

ま
し

た
。
私

は
こ

れ
を
き

っ
か

け
に

沢
山

の
人

に
臓

器
移

植
、

臓
器

提
供

に
つ

い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
 

大
学

3
年
生
 
 

男
性
 

こ
の

動
画
は

、
中

学
生

に
対

し
て
「
臓
器
提
供
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
」
を
与
え
る
こ
と
を
一

番
の
目

的
に

し
て

い
る

と
感

じ
ま

し
た

。
実

際
に

自
分

が
中

学
生

の
頃

は
、

移
植

医
療
の

こ
と

な
ど

ま
っ

た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
一
番
基
礎
と
な
る
知
識

を
伝

え
、
現

状
を

知
っ
て

も
ら

う
こ

と
で

考
え

る
一

助
に

な
る

と
思

い
ま

す
。
 

し
か

し
、
中

学
生

の
段

階
で
「
死
」
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
な
ん

と
な
く

現
実

味
を

感
じ

ら
れ

な
い

と
い

う
か
、
具

体
的

に
イ

メ
ー
ジ

し
づ
ら
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
「
4
つ
の
権
利
+
１
」
を
全
員
が
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、
制
度
や
社
会
の
仕
組
み
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

に
臓

器
移

植
を

経
験

し
た

人
や

そ
の

家
族
の
体
験
談
な
ど
が
取
り
入
れ
る
と
よ
り
現
実
味
が
わ
き
、
イ
メ

ー
ジ

し
や

す
く

な
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

意
思

表
示
の

重
要

性
や

必
要

性
に
よ
り
焦
点
を
当
て
て
説
明
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
経

験
上

、
知

識
を

与
え

ら
れ

た
だ

け
で

は
実

際
に

行
動

し
な

い
こ

と
の

方
が

多
い

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
し
か
し
、
そ
の
行
動
の
重
要
性
や
必
要
性
が
自
分
の
中
に
落
と
し

込
め

た
時

は
行

動
に

移
す

こ
と

が
出

来
ま

す
。

 
以

上
が

、
動

画
を

視
聴

し
て

感
じ
た
こ
と
で
す
。
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